
         

    

６
月

１ １
日
午
後
、
全
国
町
並
み
ゼ
ミ
新
潟
市

大
会
が
「
市
民
の
活
動
で
つ
な
げ
る
歴
史
ま
ち
づ

く
り
ー
み
な
と
ま
ち
新
潟
か
ら
考
え
る
ー
」
を

テ
ー
マ
に
し
て
開
催
。 

 

新
潟
は
信
濃
川
の
河
口
の
砂
洲
に
起
源
を
も

つ
港
町
で
す
。
大
火
・
地
震
な
ど
の
災
害
を
受
け

な
が
ら
も
近
世
の
姿
を
受
け
継
ぐ
町
屋
や
お
屋

敷
な
ど
も
あ
っ
て
、
料
亭
中
心
の
現
役
花
街
が
歴

史
的
な
姿
を
残
す
古
町
地
区
が
あ
り
ま
す
。 

 

今
回
の
全
国
町
並
み
ゼ
ミ
は
、
そ
の
古
町
地
区

を
中
心
と
し
た
六
会
場
で
第
一
分
科
会
（
港
町

と
水
辺
の
ま
ち
づ
く
り
）
第
二
分
科
会
（
住
民
に

よ
る
町
並
み
保
存
の
選
択
）
第
三
分
科
会
（
花
街

の
ま
ち
づ
く
り
と
文
化
的
景
観
）
第
四
分
科
会

（
歴
史
的
環
境
と
芸
術
文
化
）
第
五
分
科
会
（
門

前
町
の
商
店
街
に
若
者
が
係
わ
る
理
由
）
第
六

分
科
会
（
路
地
の
町
を
ど
う
安
全
に
、
魅
力
的
に

し
て
い
け
る
か
）
が
開
催
。 

 
 

         

各
分
科
会
は
、
地
元
の
皆
さ
ん
の
説
明
を
受

け
な
が
ら
町
並
み
を
見
学
し
、
各
分
科
会
場
で

そ
れ
ぞ
れ
の
サ
ブ
テ
ー
マ
の
発
表
を
聞
い
て
質
疑

応
答
を
行
い
、
理
解
を
深
め
ま
し
た
。
夜
は
１ ８
時

３ ０
分
か
ら
イ
タ
リ
ア
軒
で
コ
ロ
ナ
に
配
慮
し
た
交

流
会
と
地
域
別
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
が
２ １
時
ま
で
開

催
。 

 

翌

１ ２
日
は
、
８
時
半
か
ら
新
潟
市
民
プ
ラ
ザ
で

全
体
会
が
開
催
。
開
会
の
冒
頭
で
「
古
町
芸
妓
の

舞
」
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。 

          

つ
づ
い
て
、
「
新
潟
市
の
町
並
み
と
歴
史
ま

ち
づ
く
り
」
と
題
し
て
、
新
潟
大
学
の
岡
崎
篤

行
先
生
の
基
調
講
演
・
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
・
分
科
会
報
告
が
あ
り
、
次
回
の
全
国

ゼ
ミ
は
小
樽
で
開
催
と
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

尚
、
全
国
ゼ
ミ
開
催
に
先
立
っ
て
６
月

１ ０
日

夕
刻
に
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
全
国
町
並
み
保
存

連
盟
（
６ ８
団
体
加
盟
）
の
通
常
総
会
が
６
月

１ ０
日

１ ８
時
～
新
潟
市
で
開
催
。
役
員
改
選
に

お
い
て
、
当
保
存
会
の
若
林
稔
相
談
役
が
監

事
に
再
選
さ
れ
ま
し
た
。 

  

奈
良
県
立
医
科
大
学
麻
酔
科
学
教
室
が
今

井
地
区
公
民
館
に
お
い
て
、
６
月

１ ７
日
、
１ ９

日
、
２ ０
日
の
３
日
間
、
研
究
の
為
の
血
圧
測

定
を
実
施
。 

 

こ
の
研
究
の
正
式
名
称
は
「
一
般
人
を
対
象

と
し
た
顔
面
の
脈
波
に
よ
る
生
体
セ
ン
シ
ン
グ

デ
バ
イ
ス
の
研
究
」
で
、
血
圧
を
カ
メ
ラ
を
使
っ

て
非
接
触
で
測
定
し
て
、
実
際
の
血
圧
計
で
の

測
定
値
と
一
致
す
る
か
を
検
証
す
る
た
め
の

も
の
で
す
。 

三
日
間
で
１
０

８
人
の
方
々
が
参

加

し
ま
し
た
。
今

回
は
高
齢
者
の
応

募
が
多
く
抽
選
に

洩
れ
た
方
が
多
数

い
ま
し
た
。 

（１）令和４年 7 月１日                 い ま い は 今                       第 265 号  
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第

４５
回 

全
国
町
並
み
ゼ
ミ 

新
潟
市
大
会 

開
催 

昨
年
に
つ
づ
い
て
血
圧
測
定
実
施 

第 １ 分 科 会 。信 濃 川 の内 陸 水 運 と

日 本 海 航 路 が結 ばれる港 町 新 潟 は

江 戸 時 代 初 期 に碁 盤 目 状 の掘 割 が

縦 横 に走 るよう造 られました。  

今 は、その掘 割 が埋 め立 てられて道

路 になった町 並 みを見 学 しました。  

新 潟 市 の古 町 花 街 には、日 本 舞 踊

「 市 山 流 」 や唄 ・ 三 味 線 などの伝 統

技 芸 を修 めた「 古 町 芸 妓 」 が現 在

も約 25 人 が活 動 。  

およそ半 数 の若 手 芸 妓 は、  

柳 都 振 興 株 式 会 社 の社 員 です。  
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飛
鳥
川

国鉄 （ＪＲ） 桜井線

卍

順
明
寺

北尊坊通り

   
今
回
は
八
木
西
口
駅
か
ら
家
ま
で
の
帰
宅
道

の
お
店
。
今
廃
止
か
存
続
か
で
話
題
の
八
木
西

口
駅
は
八
木
駅
よ
り
も
開
業
歴
史
は
古
く
、
貨

物
の
引
き
込
み
線
も
あ
り
、
日
通
の
荷
受
け
倉

庫
も
あ
り
ま
し
た
。 

 

八
木
西
口
駅
か
ら
見
て
八
木
駅
を
高
駅
（
高
架

の
駅
）
と
か
北
駅
と
言
っ
て
区
別
し
て
い
ま
し
た
。

八
木
発
大
阪
上
本
町
行
き
の
始
発
と
終
電
車
は

八
木
駅
に
は
入
ら
ず
、
八
木
西
口
駅
が
乗
降
場

だ
っ
た
の
で
す
。 

駅
前
は
戦
後
の
闇
市
が
道
の
両
側
に
び
っ
し

り
と
並
び
、
毎
日
活
気
づ
い
て
い
ま
し
た
。 

そ
の
東
側
は
ま
だ
郵
便
局
や
ヤ
マ
ト
ー
な
ど
も

な
く
、
小
綱
街
道
に
接
す
る
と
こ
ろ
ま
で
の
一
角

は
一
面
草
の
広
場
で
山
羊
が
草
を
食
べ
て
い
ま

し
た
。 

駅
か
ら
闇
市
を
抜
け
て
踏
切
を
渡
る
と
、
北

側
に
佐
々
木
薬
局
①
、
そ
の
隣
が
阪
部
新
聞
舗

②
、
雨
が
降
っ
て
来
て
傘
を
借
り
に
入
っ
た
ら
快

く
貸
し
て
く
れ
ま
し
た
。
西
隣
の
角
は
坂
田
金
時

堂
③
で
夏
は
ア
イ
ス
キ
ャ
ン
デ
ィ
ー
の
製
造
販
売
、

春
夏
秋
は
回
転
焼
き
が
有
名
で
し
た
。 

向
か
い
は
細
い
路
地
奥
に
料
亭
が
、
隣
に
山

本
の
古
道
具
屋
さ
ん
④
、
そ
し
て
道
が
カ
ー
ブ
し

た
と
こ
ろ
に
洋
装
店
⑤
が
開
業
し
た
の
も
こ
の

頃
だ
っ
た
な
。
坂
道
の
上
り
か
け
に
は
竹
葉
の
料

亭
旅
館
⑥
が
あ
っ
て
蘇
武
橋
を
渡
る
と
今
井
町

だ
。 

ま
ず
目

の
前

の
角
が
西
川
歯

科

医

院

⑦
、
隣

が
奥
田
の
タ
バ
コ
屋
さ
ん
⑧

で
、
そ
の
隣
が
尼
さ
ん
の
旅

館
⑨
、
戻
っ
て
北
角
は
森
川

の
鍼
灸
院
⑩
、
国
鉄
の
南
側

角
で
は
藪
竹
店
⑪
が
手
広
く

商
い
を
さ
れ
て
い
た
。 

戻
っ
て
歯
医
者
の
角
か
ら

西
へ
坂
道
の
途
中
に
森
田
お
菓

子
店
⑬
が
あ
り
、
北
向
か
い
は

右
手
が
荒
井
さ
ん
⑫
大
阪
で
エ

ス
キ
モ
ー
毛
糸
の
会
社
経
営
の

社
長
さ
ん
、
西
隣
は
濱
田
産
婦

人
科
⑭
、
入
院
病
棟
も
お
持
ち

で
、
裏
側
堀
の
北
側
で
は
濱
田
公
園
が
あ
り
、
バ

ナ
ナ
の
木
が
あ
っ
た
の
が
今
も
記
憶
に
残
る
。
先

生
は
ブ
ル
ド
ッ
ク
と
い
う
あ
だ
名
で
怖
い
顔
を
し

て
い
た
が
、
大
型
の
イ
ン
コ
を
２
羽
大
き
な
部
屋

で
放
し
飼
い
さ
れ
て
い
て
、
よ
く
遊
ば
せ
て
も

ら
っ
た
の
が
懐
か
し
い
。 

隣
は
川
上
青
果
店
⑮
で
向
か
い
は
中
島
質
店

⑯
、
西
へ
進
む
と
北
側
は
山
本
お
茶
屋
さ
ん
⑰
、

茶
壷
が
い
っ
ぱ
い
並
ん
で
い
ま
し
た
。 

隣
に
は
南
都
銀
行
畝
傍
支
店
⑱
（
明
治

２ ９
年

今
井
の
有
志
た
ち
で
創
業
の
畝
傍
銀
行
が
ル
ー

ツ
）
、
南
側
は
角
か
ら
桝
田
の
散
髪
屋
さ
ん
⑲
、

高
橋
電
気
店
⑳
、
東
塗
装
店
㉑
、
岡
本
呉
服
店

㉒
、
森
川
自
転
車
店
㉓
が
並
ぶ
。 

三
つ
角
の
西
側
は
鳥
谷
タ
ン
ス
店
㉔
、
黒
松

竹
籠
製
作
販
売
店
㉕
、
親
子
並
ん
で
毎
日
竹

細
工
を
さ
れ
て
い
た
の
を
見
せ
て
も
ら
っ
た
。 

向
か
い
は
牧
村
洋
服
店
㉖
、
さ
ら
に
西
に

中
井
晩
成
堂
㉗
、
文
房
具
販
売
だ
が
週
に
一

回
大
学
の
教
授
の
書
道
教
室
が
あ
っ
て
た
く

さ
ん
の
子
供
た
ち
が
書
道
を
習
い
、
私
も
中
学

生
ま
で
は
通
い
ま
し
た
。 

向
か
い
の
安
田
さ
ん
㉘
は
堀
外
に
大
規
模

な
ゴ
ム
工
場
を
経
営
さ
れ
て
い
る
社
長
さ
ん
。 

学
校
通
り
を
超
え
て
西
、
南
側
に
は
神
田

の
ひ
っ
こ
屋
さ
ん
㉙
と
安
田
表
具
店
㉚
が
、
向

か
い
は
増
田
の
油
屋
さ
ん
㉛
、
吉
村
鉄
工
所

㉜
、
吉
村
産
婆
さ
ん
㉝
、
今
中
歯
科
医
院
㉞
と

続
い
て
順
明
寺
の
山
門
に
至
る
。 

こ
こ
か
ら
は
前
回
の
記
載
と
重
複
す
る
の

で
ご
参
考
に
！ 

次
回
を
お
楽
し
み
に
！ 

  

６
月

３ ０
日
（
木
）
１ ６
時
～ 

春
日
神
社 

夏
越
の
大
祓
い 

７
月
７
日
（
木
）
１ ９
時
～ 

春
日
神
社 

行
者
講 

護
摩
木
奉
納 

７
月

１ ５
日
（
金
） 

小
綱
町
大
日
堂 

大
日
さ
ん 

※ 

毎
日
放
送
（
Ｍ
Ｂ
Ｓ
テ
レ
ビ
） 

 

６
月
７
日
夕
方
、
今
井
町
の
空
き
家
問
題
が

取
り
上
げ
ら
れ
た
折
に
、
中
西
会
長
は
今
井

町
を
日
本
一
の
重
伝
建
の
町
と
ア
ピ
ー
ル
。 

（２）令和４ 年７月１日                 い ま い は 今                       第 265 号  

今
井
町
の
商
い
② 

 

若
林 

稔 

今
井
往
来 


